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[１] 

 

[方向性案] 

 

 

 

今回の資料では次ページ以降
で、以下の事項について整理し
ている。 

・地域包括ケア病床及び回復
期リハ病棟の施設基準の比較 

・対象患者数推計について 

・経営上のメリット 

・院外からの患者受入の検討 

考
え
方 

• 現病院の理念・基本方針を引き継ぎつつ社会要請、市民
ニーズを踏まえて修正する。 

[参考：現匝瑳市民病院の理念・基本方針] 

一、患者さん、ご家族と職員が一体となった質の高いチーム医療を目指します。 

一、常に自己研鑽に努め、適正な医療を提供します。 

一、他の医療機関との密接な連携のもとに、皆さんが安心できる地域医療に努  

    めます。 
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[方向性案] 

 

 

 

今回の資料では次ページ以降
で、以下の事項について整理し
ている。 

・地域包括ケア病床及び回復
期リハ病棟の施設基準の比較 

・対象患者数推計について 

・経営上のメリット 

・院外からの患者受入の検討 

考
え
方 

• 地域医療構想、現状の病床稼働率、地域におけるシェア
率、将来の患者推計等を勘案して必要な病床数を試算・
検討する。 

◆参考 年齢階級別の将来推計患者数（入院）の推移 (単位：人/日) 

（国立社会保障・人口問題研究所「日本の市区町村別将来推計人
口」（2013年12月）、厚生労働省「平成26年患者調査」を基に算出） 
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[方向性案] 

 

 

 

今回の資料では次ページ以降
で、以下の事項について整理し
ている。 

・地域包括ケア病床及び回復
期リハ病棟の施設基準の比較 

・対象患者数推計について 

・経営上のメリット 

・院外からの患者受入の検討 

◆参考：入院患者数の増減分に対する当院の受入患者数試算 (単位：人/日) 

区分 推計病床数 

（計算式） （当院の入院患者数 ＋ シェア率を考慮した将来増減分） ÷ 病床利用率 

H37時点  （63人/日 ＋  1人/日） ÷ 90％ ＝ 71.1 ≒ 72床 

H47時点  （63人/日 －  3人/日） ÷ 90％ ＝ 66.6 ≒ 67床 

推計 

患者数 

匝瑳市民 

病院 

推計入院 

患者数増減分 

匝瑳市民病院増減分 

(シェア率を考慮) 

H27 
27年度患者数 

(シェア率) 
H37 H47 H37 H47 

2,786 63(2％) 31.5 ▲ 134 1 ▲ 3 

◆参考：推計病床数の算出入院患者数の増減分に対する当院の受入患者数試算 
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[方向性案] 

 

 

 

今回の資料では次ページ以降
で、以下の事項について整理し
ている。 

・地域包括ケア病床及び回復
期リハ病棟の施設基準の比較 

・対象患者数推計について 

・経営上のメリット 

・院外からの患者受入の検討 

考
え
方 

• 現病院の基本機能を維持 

• 市民、他の医療機関含めた関係施設のニーズを反映 

[病院機能例] 

①地域における急性期病院という位置づけ 

②今後ニーズが増加すると考えられる、回復期の患者の受入れ（地域包括ケア病床等） 
③緩和ケアが必要な患者の受入れ、ターミナル期の患者受け入れ 

④医師会と協力して提供している24時間在宅医療支援システム 

⑤健診強化による予防医療への貢献 

⑥在宅医療・訪問看護の強化 

⑦レスパイト目的患者の受入れ 

⑧災害時への備え（例；トリアージ可能な広い外来ロビー） 
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[方向性案] 

 

 

 

今回の資料では次ページ以降
で、以下の事項について整理し
ている。 

・地域包括ケア病床及び回復
期リハ病棟の施設基準の比較 

・対象患者数推計について 

・経営上のメリット 

・院外からの患者受入の検討 

考
え
方 

• 現病院の診療科を継続 

• 市民、他の医療機関含めた関係施設のニーズを反映 

[市民ニーズが多い診療科や他施設で新設・強化が検討される診療科例] 

  ①総合診療科・・・外来初診患者の対応強化 
  ②在宅診療科・・・往診、訪問看護の強化 
 ③産科・小児科・・・地域に不足する機能強化 
 ④救急科・・・救急受け入れ機能の強化 
 ⑤泌尿器科・・・糖尿病、透析患者対応の強化 
 ⑥眼科・・・総合病院としての特性を発揮（速やかな手術、入院） 
                                                   など 
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[方向性案] 

 

 

 

今回の資料では次ページ以降
で、以下の事項について整理し
ている。 

・地域包括ケア病床及び回復
期リハ病棟の施設基準の比較 

・対象患者数推計について 

・経営上のメリット 

・院外からの患者受入の検討 

考
え
方 

• 機能的・地理的に、旭中央病院との関係が重要 
   →旭中央病院の高度急性期機能を補完し、ともに地域における急性 
     期機能を担う 

• 回復期、慢性期の患者対応についての連携 
      →近隣の東陽病院、多古中央病院、九十九里ホーム病院との役割 
         分担を検討 

[旭中央病院との機能連携の視点例] 

  旭中央病院が３次救急、高度な手術を要する患者に対応したのち、回復期患者を当  

     院で受け入れる。 

                                                   など 
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考
え
方 

• 市民アンケート、近隣施設ニーズ、病院職員が課題と考
えている内容等から新病院のあり方に大きく影響する
テーマを今後検討する。 

[現段階で想定される検討テーマ例] 

 ① より市民に認知される病院となるために必要なこと 

 ② 電子カルテ導入の方針検討 

 ③ 医療と介護の連携方針 

                                                   など 


